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　本校の学区は、北上山地に
属する五葉山の麓にあり、鷹

生川と盛川が流れる豊か

な自然に囲まれています。

　本校は、児童会・家庭・地
域が一体となってあいさつ日

本一の学校をめざしてお

り、令和 ６年度は創立 150 周
年を迎えます。また、「命、ふ

るさと」を大事にする

復興教育・防災教育の充実、
地域の方と行う農業体験・郷

土料理学習・伝承活動、

保護者の方と行う環境整備・
親子行事・家庭教育学級等、

温かな地域・保護者の

方々の「心はひとつ」の思い
が脈々と続いている、地域と

共にある学校です。

�
（事務局　村上　優子）

主　な　内　容

地域の皆さんと「田植え体験」 運動会「伝承芸能・甲子剣舞」

家庭教育学級「親子でストレッチ」 PTA・地域防犯協会の皆さんと「挨拶運動」

大船渡市立日頃市小学校 PTA

「心はひとつ」地域と共にある日頃市小学校
あいさつ日本一・元気で素直なひころいちっ子！
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受
賞
者
の
皆
様  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

令
和
５
年
度
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
年
次
表
彰
式

　

令
和
５
年
１２
月
３
日
（
日
）、

令
和
５
年
度
年
次
表
彰
式
を
、
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
を
会

場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
個
人
・

団
体
を
合
わ
せ
て
の
べ
１
２
３
で

す
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
様
々
な
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改

め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
、

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
の
皆

様
に
も
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
併
せ
て
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協

議
会
創
立
７５
周
年
の
特
別
表
彰
の

伝
達
も
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
順
不
同
敬
称
略
）

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

７５
周
年
特
別
表
彰
（
１４
名
）

田
口
昭
隆
、
岩
舘
智
子
、
玉
舘　

誠
、
関　
潤
、
髙
木
正
基
、
壽
松

木
亨
、
浦
田　
学
、
藤
岡
大
樹
、

松
田
惠
市
、
小
松
順
一
、
樋
下
照

男
、
菊
池
敏
宏
、
佐
藤
康
之
、
中

村
庄
藏

年
次
表
彰
感
謝
状
（
６
名
）

岩
舘
智
子
、
川
又
康
主
、
星
野
賢

志
郎
、
菅
原　
淳
、
鈴
木　
繁
、

菊
池
敏
宏

年
次
表
彰
団
体
の
部
（
２５
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

大
川
目
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
林
郷
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
晴
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
一
戸
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
大
更
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
雫
石
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
川
口
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
紫
波

第
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、本
宮
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

飯
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、仁
王
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

上
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、南
城
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

更
木
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
胆
沢
愛
宕
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
江
刺
第
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
金

ケ
崎
・
第
一
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
大
東
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
藤
沢
小
父
母
と
教
職
員

の
会
、
大
船
渡
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
横
田

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
唐
丹
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

千
徳
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、船
越
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

岩
泉
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

年
次
表
彰
個
人
の
部（
４７
名
）

齊
藤　
豊
、
岩
𥔎
弘
子
、
藏
谷
幸

輔
、
野
崎
芳
宏
、
阿
部　
歩
、
田

名
部
誠
、田
中
勝
也
、西
山
広
美
、

井
口
幸
太
、
岩
﨑　
晋
、
昆
野
善

孝
、
星
野
賢
志
郎
、
横
澤　
毅
、

藤
田
健
一
郎
、
南
舘　
理
、
齊
藤

匡
俊
、
桐
田
伸
裕
、
千
田　
慶
、

福
田
育
英
、
佐
藤
大
介
、
平
賀
裕

貴
、
阿
部
貴
弘
、
阿
部
雅
洋
、
盾

石　
拓
、
高
橋
優
介
、
小
田
島
規

之
、
菊
地
栄
志
、
佐
藤　
岳
、
菅

団体の部代表　上田中 PTA　髙村光輝会長
個人の部代表　齊藤　豊・前久慈市Ｐ連会長

山下会長の主催者挨拶
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ご
来
賓
の
岩
手
県
教
育
委
員
会

事
務
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
総
括

課
長
の
小
澤
則
幸
様
（
県
教
育
長

様
の
代
理
）
か
ら
心
温
ま
る
ご
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
受
賞
者
の
皆
様
を
代

表
し
て
、
岩
舘
智
子
様
（
前
県
Ｐ

連
会
長
）
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

へ
の
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
へ
の
熱
い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
る
お
話
で
し
た
。

　　　　広報コンクール　最優秀賞　遠野・土淵小 PTA　北川祥樹会長
下小路中 PTA　佐藤章会長

来賓祝辞　県教委生涯学習文化財課総括課長　小澤則幸様

三行詩コンクール　小学生の部・最優秀賞　髙橋杏珠さん

受賞者代表謝辞　岩舘智子　前県 P 連会長

原　
淳
、千
田
和
俊
、添
田　
宏
、

菅
野
博
貴
、
佐
藤
孝
泰
、
小
野
寺

信
介
、
浅
野
裕
美
、
渋
谷
真
之
、

金
野
貴
博
、
小
西
太
一
郎
、
佐
々

木
学
、佐
々
木
圭
一
、鈴
木　
繁
、

佐
々
木
康
貴
、
松
本
憲
幸
、
木
戸

脇
大
輔
、昆　
尚
人
、三
浦　
泉
、

佐
々
木
光

広
報
コ
ン
ク
ー
ル

�

入
賞
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
１８
団
体
）

【
小
学
校
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　
土
淵
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
遠
野
）

◇
優
秀
賞

　

�

生
出
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
遠
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
優
良
賞

　
城
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
本
宮
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
飯
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
奨
励
賞

　
仁
王
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
中
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
山
目
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
遠
野
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
中
学
校
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　
下
小
路
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
優
秀
賞

　
見
前
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
優
良
賞

　
渋
民
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
遠
野
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

◇
奨
励
賞

　
下
橋
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
大
宮
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
乙
部
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
矢
巾
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

�

入
賞
者
（
２７
名
）

【
小
学
生
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　
髙
橋
杏
珠
（
笠
松
小
３
年
）

◇
優
秀
賞

　
藤
根
常
大
朗
（
大
迫
小
２
年
）

　
茅
森
蒼
太
（
山
岸
小
６
年
）

◇
優
良
賞

　
及
川
大
成
（
山
岸
小
６
年
）

　
畠
山
壱
榎
（
本
宮
小
３
年
）

◇
奨
励
賞

　
鈴
木
直
翔
（
大
新
小
３
年
）

　
伊
藤
結
愛
（
八
重
畑
小
１
年
）

　
太
齊
優
人
（
黄
海
小
３
年
）

【
中
学
生
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　
鈴
木　
航
（
上
田
中
３
年
）

◇
優
秀
賞

　
工
藤
擢
翔
（
城
西
中
２
年
）

　
矢
作
琴
葉（
高
田
第
一
中
３
年
）

◇
優
良
賞

　
菅
原
絆
生
（
北
上
中
３
年
）

　
村
上
暁
斗（
高
田
第
一
中
３
年
）

◇
奨
励
賞

　
鶴
嶋
祐
成（
高
田
第
一
中
３
年
）

　
佐
々
木
永
遠（
高
田
第
一
中
３
年
）

　
熊
谷
琉
花（
高
田
第
一
中
３
年
）

【
一
般
の
部
】

◇
最
優
秀
賞

　

村
木
由
香（
花
巻
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

◇
優
秀
賞

　
髙
屋
敷
理
恵（
河
南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
晴
山
春
佳（
八
重
畑
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

◇
優
良
賞

　
澁
谷
玲
奈（
岩
谷
堂
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
澤
口
嘉
治
（
新
里
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

◇
奨
励
賞

　
阿
部
山
麻
里
江（
若
葉
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
晴
山
竜
弥（
八
重
畑
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
髙
野　
渉（
岩
谷
堂
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
田
中　
香（
岩
谷
堂
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
後
藤
純
一
（
黄
海
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

　
平
中
幸
子（
伊
保
内
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
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岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会　
宮
古
大
会

期
日
：
令
和
５
年
12
月
９
日
（
土
）

場
所
：
宮
古
市
・
宮
古
市
民
文
化
会
館 

他

第 ４５ 回

　
今
年
度
は
隔

年
開
催
の
岩
手

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

大
会
を
宮
古
市

で
開
催
し
ま
し

た
。「
つ
な
が

ろ
う
！
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の

た
め
に
～
生
き

る
力
を
育
む
地

域
の
絆
～
」
を

大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
県
内
各

市
町
村
か
ら
６

８
３
名
の
仲
間

が
宮
古
に
集
ま

り
学
び
を
深
め

ま
し
た
。

　
全
体
会
に
先

立
ち
、
宮
古
市

立
山
口
小
学
校

の
特
設
伝
承
部

の
皆
さ
ん
が
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
「
黒
森

神
楽
」
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し

た
。
童
話
作
家
の
茂
市
久
美
子
さ

ん
に
よ
る
記
念
講
演
、
午
後
の
各

分
科
会
で
の
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
多
く
の
学

び
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
の
内
容
や
様
子
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
「
大
会
報
告
書
」
を
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
第
１
分
科
会
で
は
、
子
ど
も
達

が
様
々
な
仕
事
を
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
や
野
菜
の
収
穫
・
調
理
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
N
Ｐ
O
法
人
・
自

治
会
・
商
店
街
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
行
う
こ
と
で
地
域
の
良
さ

や
自
然
の
あ
り
が
た
み
を
子
ど
も

達
に
伝
え
る
と
い
う
地
域
人
材
育

成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
事
例
と
、
企

業
の
中
に
職
場
環
境
・
生
活
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
仕
事

の
内
容
を
業
務
従
事
者
が
理
解
を

全体会

アトラクション

第４分科会

第１分科会第２分科会

第３分科会

し
や
す
く
し
た
こ
と
で
障
が
い
や

ハ
ン
デ
を
お
持
ち
の
方
で
も
働
き

や
く
す
く
な
り
長
期
安
定
雇
用
に

つ
な
が
っ
た
事
例
の
２
つ
の
講
演

で
し
た
。

　
岩
手
県
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
導
入
や
学
校
運
営
協

議
会
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る

中
、
今
回
の
ご
講
演
は
子
ど
も
達

の
生
活
環
境
や
教
育
環
境
の
改

善
・
充
実
を
図
る
う
え
で
と
て
も

参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
見
前
南
中　
福
田
育
英

�

（
県
Ｐ
連
副
会
長
）

宮
古
大
会
に
参
加
し
て
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日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
東
北
ブ
ロッ
ク
研
究
大
会

富
谷
黒
川
大
会
期
日
：
令
和
５
年
１０
月
１４
日（
土
）・１５
日（
日
）

場
所
：
宮
城
県
富
谷
市・大
和
町・大
郷
町・大
衡
村  

５
会
場

第 ５５ 回

　
「
東
北
一
心　

新
た
な
時
代
へ　

一
期
一
笑　
～
未
来
を
切
り
開

け
！
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り
～
」
を
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
宮
城
県
４
市
町
村

５
会
場
で
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
手
県
か
ら
も
各
市
町
村
か
ら

６９
名
が
参
加
し
、
多
く
の

学
び
と
た
く
さ
ん
の
仲
間

づ
く
り
の
２
日
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
大
会
１
日
目
は
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
５
つ
の
分
科

会
で
の
学
び
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
の

夜
に
、
希
望
者
を
対
象
と

し
て
岩
手
県
か
ら
の
参
加

者
の
夕
食
会
を
兼
ね
た

「
分
科
会
報
告
会
」
を
開

催
し
、
市
町
村
を
越
え
て

の
た
く
さ
ん
の
情
報
交
換

と
仲
間
づ
く
り
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

　
大
会
２
日
目
の
全
体
会

で
は
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ

Ｔ
Ａ
協
議
会
長
表
彰
に
引
き
続

き
、
元
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
髙
橋
礼

華
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
究

大
会
は
、
令
和
６
年
９
月
７
日

（
土
）・
８
日
（
日
）
に
青
森
県
青

森
市
・
平
内
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
初
め
て
の
東
北
大
会
へ
の
参
加

で
し
た
が
、
非
常
に
学
び
の
あ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、第
一
分
科
会
の
講
演
の

内
容
、と
も
に
行
政
と
地
域
の
密

な
連
携
を
感
じ
ま
し
た
し
、
そ
こ

に
ス
ピ
ー
ド
感
も
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

富
谷
市
は「
子
ど
も
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
実
践
自
治
体
」と

し
て
国
内
で
最
初
に
承
認
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
大
人
の
つ
な
が
り
の
作
り
方

が
非
常
に
上
手
い
と
い
う
の
が
第

一
印
象
で
、コ
ロ
ナ
禍
で
抑
圧
さ
れ

閉
鎖
的
な
環
境
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
導
く
の
は
や
は
り
か
っ
こ
い
い

大
人
た
ち
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。子
ど
も
は
こ
の

背
中
を
見
て
育
ち
ま
す
。大
会
の

東
北
大
会
に
参
加
し
て
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テ
ー
マ
が
“
東
北
一
心　

新
た
な

時
代
へ　
一
期
一
笑
～
未
来
を
切

り
開
け
！
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り
～
”
と
い
う

こ
と
で
、
ま
さ
に
こ
の
テ
ー
マ
を

体
現
し
て
い
る
取
り
組
み
が
こ
こ

富
谷
・
黒
川
で
は
行
わ
れ
て
い
る

の
だ
な
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
元
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
の
髙
橋

礼
華
さ
ん
の
記
念

講
演
も
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
方
と
の

ト
ー
ク
形
式
で
非

常
に
聴
き
や
す

く
、
子
ど
も
と
の

向
き
合
い
方
や
親

と
し
て
出
来
る
こ

と
の
ヒ
ン
ト
が
ち

り
ば
め
ら
れ
た
貴

重
な
内
容
で
し

た
。
一
大
人
と
し

て
、一
親
と
し
て
、

ま
だ
ま
だ
出
来
る

こ
と
が
多
い
の
だ

な
と
前
向
き
な
ビ

ジ
ョ
ン
に
も
つ
な

が
る
素
晴
ら
し
い

大
会
で
し
た
。

　
花
巻
北
中

�

佐
藤
淳
美

（
県
Ｐ
連
母
親
委
員
）

　
第
２
分
科
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
子
供
が

つ
ま
ず
く
瞬
間
こ

そ
が
成
長
の
兆
し
で
あ
り
、
す
ぐ

に
は
手
を
貸
さ
ず
、
自
分
自
身
で

立
ち
上
が
る
こ
と
を
見
守
る
こ
と

も
大
事
で
あ
る
と
、
親
た
ち
の
意

識
改
革
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
又
、
理
解
が
あ
る
子
が
教
え

る
こ
と
は
お
せ
っ
か
い
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
逆
に
わ
か

ら
な
い
子
が
教
え
て
こ
そ
学
び
合

い
に
繋
が
っ
て
い
く
。
私
も
つ
い

す
ぐ
に
手
助
け
や
口
を
出
し
て
し

ま
い
が
ち
に
な
っ
て
い
る
。
子
供

達
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
言
え
る

こ
と
だ
と
、
考
え
る
い
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
学
校
全
体
で
子
供

た
ち
を
支
え
、
共
に
成
長
し
て
い

く
姿
勢
が
鮮
明
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
教
育

に
お
い
て
協
力
と
理
解
の
大
切
さ

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
貴
重
な
機

会
で
し
た
。

�

猪
川
小　
金
野
貴
博

�

（
県
Ｐ
連
副
会
長
）

　
第
３
分
科
会
「
地
域
連
携
（
協

働
教
育
）」
へ
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
基
調
講
演
は
『
地

域
連
携
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
』
と
し
、
・
地

域
づ
く
り
・
社
会
教
育
・
地
域
福

祉
・
人
権
教
育
等
で
ご
尽
力
さ
れ

て
い
る
廣
瀬
隆
人
氏
で
し
た
。

　
少
子
化
に
伴
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数

が
減
少
し
て
い
る
現
在
「
昔
か
ら

の
や
り
方
」
や
「
今
ま
で
通
り
」

を
続
け
る
こ
と
は
難
し
く
大
変
な

事
も
多
く
「
や
ら
さ
れ
て
る
感
」

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
自
体
の
批
判
と

な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
会

員
の
負
担
や
不
満
を
軽
減�

解
消

で
き
る
よ
う
Ｓ
N
Ｓ
や
ア
プ
リ
等

利
用
し
た
り�

作
業
の
ス
リ
ム
化

や
人
員
数
の
削
減
な
ど
時
代
に
合

わ
せ
て
見
直
し
し
な
が
ら
「
子
ど

も
達
の
た
め
に
」
保
護
者
も
楽
し

く
気
軽
に
活
動
出
来
る
組
織
づ
く

り
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
地
域
と
の
関
わ
り
の
実
践
発
表

を
も
と
に
地
域
の
行
事
や
活
動
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
欠
か
せ

な
い
こ
と
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
等
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
良
い
学
校
は
良
い
地
域
に
し

か
存
在
し
な
い
』『
地
域
の
良
質

な
大
人
と
子
ど
も
を
合
わ
せ
る
』

が
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
念
頭
に
置
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
活

動
し
、
ま
た
卒
業
後
は
地
域
の
人

と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

上
田
中　
山
口
真
樹

�（
県
Ｐ
連
母
親
委
員
長
・
副
会
長
）



PTAいわて 令和6年3月1日
7

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
広
島
大
会

期
日
：
令
和
５
年
８
月
25
日（
金
）～
26
日（
土
）

場
所
：
広
島
県
広
島
市
・
東
広
島
市・福
山
市・呉
市・府
中
町

第 71 回
　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
変
化
の
時

代
に
向
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
自
身
が
学
び

の
変
革
を
！
～
見
つ
け��

考
え��
か

わ
ろ
う
や��

ぶ
ち
楽
し
い
で
‼
～

広
島
か
ら
全
国
へ
」
の
も
と
、
広

島
県
内
５
市
町
村
で
開
催
さ
れ
た

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
に
つ

い
て
、
前
号
に
続
き
、
大
会
の
様

子
を
報
告
し
ま
す
。

第
２
回
は
、
第
１
分
科
会
に
参
加

し
た
、
遠
野
・
遠
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

多
田
宜
史
さ
ん
（
遠
野
市
Ｐ
連
会

長
）
で
す
。

家
庭
教
育
に
必
要
な
こ
と

　
　
遠
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

�

多
田　
宜
史

　
今
回
、
最
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
第
１

分
科
会
「
家
庭
教
育
」
を
聞
き
に

行
っ
た
は
ず
で
し
た
。し
か
し
、そ

こ
で
私
が
聞
い
た
の
は
「
地
域
連

携
」で
し
た
。
つ
ま
り
、『
家
庭
教

育
に
必
要
な
こ
と
は
地
域
連
携
』

な
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
言
わ
れ

て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
具
体
的
に
記
述
し
ま
す
。

　
大
阪
府
大
東
市
教
育
委
員
会
で

は
、
大
綱
に
「
す
べ
て
は
家
庭
教

育
に
あ
る
」
と
明
記
し
、
予
算
を

付
け
て
徹
底
的
な
家
庭
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
今
回
は
３
つ
の

取
り
組
み
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
手
挙
げ
制

の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
、
小
学
校
１
年
生
の
家
庭
を
、

要
望
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
全

て
訪
問
す
る
活
動
で
す
。
問
題
が

起
こ
っ
て
か
ら
教
育
委
員
会
に
相

談
す
る
の
で
は
な
く
、
起
こ
る
前

に
繋
が
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
と

の
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
二
つ
目
は
「
育
カ

フ
ェ
」。
こ
れ
は
小
学
校
の
空
き

教
室
に
保
護
者
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
自
由
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
も

ら
う
活
動
で
す
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な

の
は
地
元
の
民
間
企
業
が
こ
れ
を

運
営
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
行
政
が
運
営
す
る
と
ど
う
し

て
も
お
堅
い
活
動
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
に

よ
り
面
白
い
活
動
が
生
ま
れ
ま

す
。
市
内
１２
の
小
学
校
全
て
に
設

置
し
て
い
て
、
１
１
５
社
が
係

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
無
償

で
す
。
企
業
に
と
っ
て
も
人
材
発

掘
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
長
い
目

で
見
れ
ば
子
供
が
大
人
に
な
っ
た

時
に
就
職
先
と
し
て
選
ん
で
く
れ

る
か
も
し
れ
な
い
た
め
、
ウ
ィ
ン

ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
出

来
て
い
る
そ
う
で
す
。三
つ
め
は
、

講
演
会
を
市
Ｐ
連
と
共
催
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
参
加
率

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
学
び
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

育
て
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
今
回
広
島
で
学
ん
だ
こ

と
の
ご
く
一
部
で
す
が
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
外

に
も
数
多
く
の
発
表
者
か
ら
多
数

の
事
例
を
拝
聴
し
ま
し
た
が
、
そ

の
ど
れ
も
が
「
保
護
者
を
支
援
す

る
こ
と
で
子
供
の
学
習
環
境
を
整

え
る
」
と
い
う
内
容
の
事
を
話
し

て
い
ま
し
た
。
冒
頭
の
話
に
戻
り

ま
す
が
、
今
や
家
庭
教
育
す
ら
地

域
が
支
援
す
る
時
代
な
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。『
保
護
者
の
幸
せ
が

子
供
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
』
と
い

う
視
点
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
私
が
会

長
を
務
め
る
遠
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
で
も
今
年
、
子
供
を
直
接
的
に

支
援
す
る
の
で
は
な
く
、
保
護
者

の
啓
蒙
を
通
じ
た
子
育
て
支
援
を

重
視
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
確
認

し
た
ば
か
り
で
し
た
し
、
教
育
委

員
会
と
の
連
携
を
更
に
深
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
中
で
、
大

東
市
の
取
り
組
み
は
非
常
に
参
考

に
な
る
事
例
で
し
た
。
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全
国
表
彰
P
T
A
紹
介

優
良
P
T
A
文
部
科
学
大
臣
表
彰

創
立
当
時
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

�

一
関
市
立
弥
栄
小
学
校
Ｐ
T
A

地
域
一
体
と
な
っ
て

�

﹁
繋
が
る
想
い
﹂を
形
に

�

盛
岡
市
立
上
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

21
世
紀
を
生
き
抜
く

�

唐
丹
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！

�

唐
丹
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

感
謝

�

紫
波
町
立
紫
波
第
三
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
長
年
続
け
て

き
た
取
組
を
高
く
評
価
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
関
係

各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
創
立
以
来
、
児
童
が
取
り
組
ん

で
き
た
鶏
舞
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
保

存
会
が
連
携
し
て
指
導
に
あ
た

り
、継
承
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部
が
中
心
と
な
り

続
け
て
き
た
親
子
文
集
は
、
今
年

度
で
第
二
十
二
集
を
数
え
、
子
ど

も
た
ち
の
大
切
な
思
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。
創
立
三
十
周
年
の
際

は
、
地
域
の
方
々
に
も
寄
稿
を
依

頼
し
、
記
念
文
集
を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
学
校
支
援
と
し

て
、
行
事
や
環
境
整
備
に
も
積
極

的
に
協
力
す
る
等
、「
自
分
の
母

校
・
地
域
の
学
校
」
と
い
う
高
い

意
識
で
、活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
の
力

を
結
集
し
、
学
校
を
支
え
て
ま
い

り
ま
す
。�（
事
務
局　
渡
邉　
肇
）

日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
会
長
賞

　
こ
の
度
は
、唐
丹
小・中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
を
授
与
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、関
係
各
位
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

唐
丹
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

会
員
数
の
減
少
に
伴
い
、
令
和
２

年
度
よ
り
、
小
・
中
合
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
し
て
組
織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
児
童
生
徒
数
は
、
唐
丹

小
５２
名
、
唐
丹
中
２３
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
数
４３
名
の
小
規
模
校
で
す
が
、

地
域
の
結
束
が
固
く
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
が
自
慢
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
す
。

　
今
夏
、
東
日
本
大
震
災
を
乗
り

越
え
、
平
成
２６
年
か
ら
始
ま
っ
た

親
子
行
事
「
唐
丹
海
遊
び　
大
石

へ
行
こ
う
！
海
水
浴
＆
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
会
」
を
４
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
を

励
み
に
今
後
も
、
地
域
と
保
護
者
、

学
校
が
連
携
・
協
働
し
、
２１
世
紀

を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
で
き
る
活
動
を
進
め
て
参
り
ま

す
。�

（
事
務
局　
志
田　
清
隆
）

　
今
回
の
受
賞
は
、
先
輩
方
が
学

　
こ
の
度
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
関
係
各
位

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
度
は
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト

等
を
再
開
す
る
地
域
も
増
え
、
地

域
と
中
学
生
が
一
体
と
な
っ
た
活

動
が
戻
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
例
年
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
総

務
広
報
委
員
会
の「
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
」

の
年
２
回
発
行
、
学
校
支
援
委
員

会
の
「
高
校
視
察
訪
問
」、
校
外

委
員
会
に
よ
る
年
３
回
の
地
域
奉

仕
活
動
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
書
籍
整
備
等
の
様
々
な
活
動

を
、
学
校
と
地
域
が
一
つ
に
繋
が

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
女
子
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
の
設
置
や
、
選
択
制
給
食

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
の
試
食
会
を
学

年
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
親
会
に
取
り
入
れ
る

等
、
安
心
や
笑
顔
に
溢
れ
る
企
画

で
心
を
繋
い
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
担
い
手
で
あ
る

中
学
生
た
ち
の
た
め
に
、
地
域
と

の
「
繋
が
る
想
い
」
を
形
に
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

�

（
事
務
局　
田
村　
大
樹
）

地域リサイクル活動

1 学年 PTA 懇親会（ランチボックス試食会）

唐丹海遊び　大石へ行こう！

運動会会場準備への支援

校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
と

協
働
し
た
積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
今
日
ま

で
引
き
継
い
で
き
た
私
た
ち
が
代

表
し
て
い
た
だ
い
た
賞
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、

地
域
と
協
力
し
て
行
う
「
朝
の
あ

い
さ
つ
運
動
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
日
」「
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
」、
学
校
と
連
携
し
て
行
う「
環

境
整
備
」
と
「
広
報
発
行
」、
地

域
や
学
校
と
連
携
し
た
「
親
子
防

災
キ
ャ
ン
プ
」
で
す
。
誰
も
が
無

理
な
く
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業

運
営
が
長
く
続
け
ら
れ
た
秘
訣
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
「
結
い
」
の
精
神
が
地
域
に
根

付
い
て
い
る
こ
と
が
活
動
の
大
き

な
助
け
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
そ
う
し
た
意
味
で
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
事
務
局　
今
川　
晋
）
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１　
は
じ
め
に

（
１
）
本
校
の
紹
介

　
世
田
米
中
学
校
は
気
仙
地
区
の

中
で
も
中
山
間
部
に
位
置
し
、
緑

豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
学
区
に
は
清
流
気
仙
川
が
流

れ
、
禁
漁
が
解
禁
さ
れ
る
と
多
く

の
釣
り
好
き
の
方
々
で
賑
わ
い
ま

す
。
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
自
然
豊
か
な
環
境

の
中
に
あ
る
本
校
で
す
が
、
生
徒

数
は
年
々
減
少
し
現
在
は
５７
名
で

す
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
有
住
中

学
校
と
統
合
し
、
住
田
中
学
校
と

し
て
開
校
し
ま
す
。

（
２
）
研
究
開
発
学
校
の
取
組

　
住
田
町
内
の
小
中
学
校
と
県
立

情
報
提
供

学
び
方
を
学
ぶ�

住
田
町
立
世
田
米
中
学
校
　
校
長
　
　
遠
山　
秀
樹 

氏

住
田
高
等
学
校
は
、
文
部
科
学
省

よ
り
研
究
開
発
学
校
と
し
て
の
指

定
を
受
け
て
、
新
設
教
科
「
地
域

創
造
学
」
を
教
育
課
程
に
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
は
、「
住

田
町
及
び
近
郊
地
域
社
会
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
探
究
的
な
学
習

を
通
し
て
、
新
し
い
時
代
を
切
り

拓
き
、
社
会
を
創
造
し
て
い
く
た

め
の
社
会
的
実
践
力
を
身
に
付
け

た
心
豊
か
な
人
材
の
育
成
」で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
住
田
町
が
抱
え
る

人
口
減
や
一
層
の
魅
力
化
を
ど
う

図
っ
て
い
く
べ
き
か
等
の
課
題
に

対
し
、
自
ら
探
究
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
課
題
解
決
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
学
習
過
程
で
は
、
自

己
の
学
習
計
画
に
応
じ
て
校
外
に

出
向
き
、
そ
の
道
の
専
門
家
や
地

域
の
方
々
に
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
た
り
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
体
験
し
て
み
た
り
と
様
々

で
す
。
最
終
的
に
は
、
住
田
町
の

将
来
に
つ
い
て
理
由
や
根
拠
を
示

し
な
が
ら
提
言
と
し
て
発
表
会
を

行
い
ま
す
。
そ
の
場
に
は
、
ご
指

導
い
た
だ
い
た
専
門
家
の
方
々
、

保
護
者
の
皆
様
が
参
観
に
来
校
さ

れ
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
で
は
、
学
校
と

社
会
が「
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
」

と
い
う
目
標
を
共
有
し
、
連
携
・

協
働
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
子
ど

も
達
に
育
む
「
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
」
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
地
域
創
造
学
は
町
内
の

多
く
の
方
々
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
学
び
で
あ

り
、
私
と
し
て
は
地
域
の
方
々
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
住
田
町
の
よ

さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２　
学
び
方
を
学
ぶ

　

過
去
に
は
、「
何
を
理
解
し
て

い
る
か
」
に
重
き
が
置
か
れ
、
当

時
は
「
詰
め
込
み
教
育
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
い
か
に
し
て
量
を
覚

え
る
か
が
重
要
視
さ
れ
た
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
８

９
年
以
降
は
理
解
し
た
知
識
や
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
技
能
を
他
の

場
面
等
で
「
ど
う
使
う
か
」、「
使

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う

学
び
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ど
う
使
う
か
」
は
、
各
教

科
で
も
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

色
濃
い
学
び
に
な
っ
て
い
る
の
が

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、

総
合
の
時
間
）」
で
す
。
総
合
の

時
間
で
は
、「
課
題
を
設
定
→
情

報
の
収
集
→
整
理
・
分
類
→
ま
と

め
・
表
現
」
と
い
う
探
究
的
な
学

習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も

達
自
ら
が
設
定
し
た
課
題
を
身
に

付
け
た
知
識
等
を
総
動
員
し
な
が

ら
課
題
解
決
を
目
指
し
、
自
分
の

生
き
方
を
考
え
る
学
び
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
高
等
学
校
で

は
、
小
中
学
校
で
の
学
び
を
更
に

深
化
さ
せ
た
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
と
な
り
、
各
校
の
特
色
あ

る
学
び
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー

ミ
ン
グ
も
聞
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す（
大
船
渡
高
校「
大
船
渡
学
」、

高
田
高
校「
Ｔ×

Ａ
C
Ｔ
I
O
N
」、

一
関
一
高
「
高
志
探
究
」
等
）。

　
住
田
町
内
各
校
の
地
域
創
造
学

は
、
総
合
の
時
間
を
更
に
深
化
さ

せ
た
学
び
と
し
て
研
究
開
発
す
る

上
で
、
学
び
方
を
学
ぶ
こ
と
も
目

標
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
が
難
し
い
。
本
校
の

生
徒
の
学
習
の
様
子
を
見
て
い
る

と
、
全
体
的
に
は
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
探
究
的
な
学
習
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
特
に
楽
し
み
、
有
意
義

な
学
び
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
町

内
の
現
状
に
つ
い
て
多
角
的
な
視

点
か
ら
課
題
を
見
出
し
、
課
題
の

設
定
が
自
分
事
に
な
っ
て
い
る
か

ど
う
か
だ
と
思
い
ま
す
。
提
言
の

場
面
で
も
、
相
手
を
意
識
し
、
自

分
の
言
葉
で
わ
か
り
や
す
い
発
表

を
し
て
い
ま
す
し
、
何
よ
り
説
得

力
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
セ
ス
の
ど

の
段
階
も
大
切
で
す
が
、
課
題
設

定
の
段
階
が
探
究
の
肝
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

３　
お
わ
り
に

　
今
後
の
教
育
の
動
向
を
考
え
る

と
、
O
E
C
D
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
ン
パ
ス
（
学
び
の
羅
針
盤
）
が

子
ど
も
達
の
学
び
に
影
響
を
与
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
パ
ス
は
、
生

徒
が
教
師
の
指
導
や
指
示
を
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

未
知
な
る
環
境
の
中
を
自
力
で
歩

み
を
進
め
、
責
任
を
も
っ
て
進
む

べ
き
方
向
を
自
分
で
見
出
す
こ
と

の
大
切
さ
を
強
調
す
る
た
め
に
採

用
さ
れ
た
呼
び
名
で
す
。
地
域
社

会
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
何
気
な
い

家
庭
で
の
「
な
ぜ
だ
ろ
う
？
」
と

い
う
対
話
が
起
点
と
な
っ
て
学
校

で
の
学
び
と
な
り
、「
そ
う
か
！
」

と
い
う
新
た
な
発
見
、
気
づ
き
に

つ
な
が
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　
学
び
方
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
上

手
く
い
か
な
い
経
験
も
貴
重
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
学
校
の
役

割
は
「
教
え
る
」
か
ら
「
伴
走
す

る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
伴

走
に
は
我
慢
も
必
要
で
す
。
今
後

も
家
庭
・
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
子
ど
も
達
の
よ
き
伴

走
者
に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。遠山　秀樹

（とおやま　ひでき）

　水沢市立南中学校
をスタートに、学校
現場、県立総合教育
センター、一関一高
附属中学校、県教育
委員会事務局に勤務。
令和５年度より現職。

プロフィールプロフィール

１年生：地域の専門の方から発表に
アドバイスをいただいている場
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特色あるPTA
　
本
校
は
、
近
年
の
盛
南
開
発
に

よ
る
人
口
増
加
に
伴
い
、本
宮
小
、

仙
北
小
、
飯
岡
小
の
一
部
を
学
区

と
し
て
十
二
年
前
に
開
校
い
た
し

ま
し
た
。
三
度
の
増
築
を
経
て
、

現
在
九
○
五
名
と
県
内
一
の
児
童

数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
郷
土
の

偉
人
・
原
敬
の「
宝
積
」の
教
え
、

開
校
時
か
ら
の
地
域
・
家
庭
と
の

連
携
に
よ
る
学
校
支
援
は
、
本
校

の
特
色
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
三
年
間

制
限
さ
れ
て
い
た
活
動
を
再
開
す

る
に
あ
た
り
、
価
値
を
見
直
し
精

選
を
図
り
な
が
ら
新
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
在
り
方
を
探
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
重
点
と
し
た
三
つ
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

【
地
域
の
特
色
の
活
用
と
変
化
の

発
信
】
広
報
部
で
は
、
学
区
内
に

今
年
度
新
設
さ
れ
た
児
童
セ
ン

タ
ー
の
特
集
、
再
開
さ
れ
た
地
域

行
事
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

教
養
部
で
は
、
同
じ
く
学
区
内
に

新
設
さ
れ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
見

学
・
試
食
会
を
含
め
た
家
庭
教
育

学
級
を
実
施
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
等

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
広
報
で

情
報
提
供
、啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

【
活
動
の
継
承
】図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
図
書
修
理
の
技
術
を
継
承
し

て
い
く
た
め
に
、
県
立
図
書
館
に

講
師
を
依
頼
し
、「
図
書
修
理
研

修
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

【
活
動
の
精
選
】
総
会
、
評
議
員

会
の
紙
面
開
催
、
プ
ー
ル
当
番
・

講
習
会
の
中
止
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
、

各
種
集
計
作
業
の
削
減
に
よ
り
、

保
護
者
の
多
忙
化
・
負
担
感
、
教

職
員
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
策
を

講
じ
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
方
針
を
「
活
動
の

整
理
と
充
実
を
図
り
、
無
理
な
く　

つ
な
が
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
実

り
あ
る
活
動
に
」
と
し
、
不
易
流

行
を
意
識
し
つ
つ
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
つ
な
が
る
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
事
務
局　
小
山
奈
美
子
）

　
岩
手
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る

本
校
は
、
花
泉
町
内
唯
一
の
中
学

校
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
三
つ
の
専

門
部
に
よ
る
環
境
整
備
や
学
校
行

事
の
援
助
、
会
報
の
発
行
、
学
年

親
子
レ
ク
、
各
地
区
の
行
事
等
、

様
々
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
し
て
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
交
流
が
図
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
三
年
間
は
多

く
の
活
動
が
中
止
と
な
り
、
そ
の

交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。

　
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
機

会
が
必
要
」、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
活
動
の
在
り
方
を
考
え
る

べ
き
」
等
の
反
省
を
踏
ま
え
、
保

護
者
や
地
域
住
民
の
全
面
的
な
協

力
の
も
と
、
今
年
度
か
ら
多
く
の

活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
特
に
も
地
区
民
運
動
会
で
は
、

「
中
学
生
の
運
営
協
力
が
有
難

か
っ
た
」、「
子
供
達
に
元
気
を
も

ら
っ
た
」
等
、
各
地
区
か
ら
感
謝

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
学
年
は
、
町
内
の
沢

山
の
事
業
所
の
協
力
を
得
て
職
場

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
生

徒
は
、
行
事
や
体
験
活
動
へ
の
参

加
を
通
し
て
、
故
郷
花
泉
町
の
良

さ
に
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
在
り
方
を
探
っ
て

新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
在
り
方
を
探
っ
て

盛
岡
市
立
向
中
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
域
と
と
も
に

地
域
と
と
も
に

一
関
市
立
花
泉
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
地
域
社
会
に
お
け
る
人
々
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
状
況

の
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
そ
の
課
題

解
決
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
考
え
ま
す
。今
後
も
、学
校
、

家
庭
、
地
域
が
支
え
合
い
、
一
体

と
な
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
事
務
局　
小
原
幸
尋
）

家庭教育学級「ウォーキングをしながら学校給食
センター見学と試食会（大人数の給食づくりを体験）

図書修理研修会（実演講習と実技研修）

地区民運動会 スポーツセンター整備



●
久慈市

●
岩手町

●
金ケ崎町
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金
ケ
崎
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、
幼
稚

園
３
園
、
小
学
校
５
校
、
中
学
校
１
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
約
１
１
０
０
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
心
的
な
事
業
は
、
秋
に
開
催
す

る
「
教
育
講
演
会
」
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ
３
年
間
は

実
施
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、
岩
泉
町
立
岩
泉
小
学
校
の
吉

田
浩
規
校
長
先
生
を
講
師
に
、『
子
ど
も
の

や
る
気
を
引
き
出
す
言
葉
か
け
の
ス
キ
ル　

Ｐ
E
Ｐ　
Ｔ
Ａ
L
K
』
と
い
う
演
題
で
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
大
人
が
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
子
ど
も
た
ち
の
行
動
を

捉
え
、
ど
ん
な
言
葉
か
け
を
し
て
い
け
ば
、

子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
会

員
か
ら
は
、「
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。」
と

い
う
感
想
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
大
変
好
評

で
し
た
。

　
今
後
も
、
未

来
を
担
う
金
ケ

崎
町
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
相
互
の
交
流

を
深
め
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
事
務
局

�

鈴
木　
克
哉
）

市町村PTA連合会紹介
　県内の各市町村 PTA 連合会では、様々な活動をしています。今回は、久慈市 PTA 連合会・
岩手町 PTA 連合会・金ケ崎町 PTA 連絡協議会、3 つの地区の活動の一端を紹介します。

岩
手
町
P
T
A
連
合
会

未
来
を
担
う
金
ケ
崎
町
の

�

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

金
ケ
崎
町
P
T
A
連
絡
協
議
会

久
慈
市
P
T
A
連
合
会

久
慈
市
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

い
わ
て
ま
ち
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
岩
手
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、３
地
区
６
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
約
６
３
０
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
毎
年
４
月
に
新
入
児
童
生
徒
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
る
活
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
１１
月
に
は
実
践
交
流
会
を
開
催
し
、
各
校
の
実
践
事
例
か

ら
学
ぶ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
情
報
交
換
す
る
中
で
会

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
１0
年
度
に
町
内
３
中
学
校
は
１
校
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、
事
業
や
関
連
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
見
直
し
、
持
続
可
能
な
会
の
在
り
方
を
模
索
す
る
と
と
も

に
、
岩
手
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
携
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

�

（
事
務
局　
志
賀　
誠
）

　
久
慈
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
活
動
目
標
に「
明
る
く
、
や
さ
し
く
、

た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
推
進
」
を
掲
げ
小
中

学
校
２１
校
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
子
ど
も
た
ち
の
か
か
わ
り
方
は
喫
緊

の
課
題
で
す
。
そ
こ
で
連
合
会
で
は
３
年
ぶ
り
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
安
全
・
安
心
委
員
会
」
の
活
動
を
本
格
的
に
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
四
つ
の
班
に
分
か
れ
、
班
ご
と
に
実
態
を
把
握
し
、
来
年
度
取

り
組
む
活
動
を
班
内
で
共
有
し
ま
し
た
。
複
数
校
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
う
こ
と
で
実
践
案
に
厚
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１２
月
に
開
催
さ
れ
た「
久
慈
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
」で
は
、

班
の
来
年
度
構
想
が
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
公
認
心
理

師
小
鹿
和
男
氏
を
お
招
き
し
、
脳
に
与
え
る
影
響
を

中
心
に
依
存
症
の
脅
威
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
が
、来
年
度
効
果
的
に
実
践
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。�

（
事
務
局　
高
橋
健
一
）
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これまでのPTA活動に感謝

令和 ６年度の主な事業（予定）令和 ６年度の主な事業（予定）

　ご寄稿をいただいた、日頃市小 PTA、弥栄小 PTA、紫波三中 PTA、上田中 PTA、唐丹小中 PTA、
向中野小 PTA、花泉中 PTA、久慈市 P連、岩手町 P連、金ケ崎町 P連、そして住田町立世田米中学校
の遠山秀樹校長先生に心より感謝申し上げます。お忙しいところ本当にありがとうございました。
　今年度予定されていた全国・東北・岩手県の研究大会や各種研修会等も、予定通りに実施することが
出来ました。当たり前のことが当たり前に出来ることが幸せなことであることを実感した 1年でした。
　来年度の予定は上記の通りとなっています。岩手県の研究大会は隔年開催のため、来年度は準備期間
となりますが、全国研究大会は神奈川県川崎市で、東北ブロック研究大会は青森県青森市他で開催され
ます。岩手県リーダー研修会や和賀地区・久慈地区での家庭教育セミナーも開催します。多くの会員の
皆さまに参加していただき、大きな学びとたくさんの仲間づくりが出来ることを願っています。

編集後記編集後記

　今年度末をもって、閉校・統合する学校は 5校です。これまで地域と共に子供たちのた
めにPTA活動を行ってきていただいたことに、心より敬意と感謝を申し上げます。閉校・
統合となる学校のPTAに対しまして、岩手県PTAより感謝状を贈呈させていただきます。

【奥州市】	 黒石小学校　→　姉体小学校へ
� 胆沢愛宕小学校　→　若柳小学校へ
【山田町】� 船越小学校　→　山田小学校へ
【住田町】� 世田米中学校　　

→　新設『住田中学校』へ� 有住中学校

◇　地区・市町村 PTA事務局長会議（5／10）
◇　PTA広報コンクール審査会（5／21）
　　※応募締切　5／10
◇　定時社員総会（6／8）
◇　岩手県 PTAリーダー研修会（7／6）
◇　三行詩コンクール審査会（7／9）
　　※応募締切　6／14
◇　共済事業担当者事務説明会（8／6）
◇　日本 PTA全国研究大会（神奈川県川崎市）（8／23〜24）
◇　東北ブロック研究大会（青森県青森市他）（9／7〜8）
◇　和賀地区家庭教育セミナー（10／5）
◇　久慈地区家庭教育セミナー（11 月予定）
◇　日本 PTA年次表彰式（11／15）
◇　岩手県 PTA連合会年次表彰式（11／30）
◇　臨時社員総会（3／1）

　この他に、理事会（4回）、正・副会長会議（8回）、監査（2回）、専門委員会（1回）、
母親委員会（4回）、共済金審査委員会（3回）等が予定されています。


